
長
良
川
鳥
獣
保

護
区

名

称

号

外

一�

平

成
二
十
四
年

十

月
三
十
一
日

岐
阜
市
芥
見
地
内
の
主
要
地
方
道
川
島
三
輪
線
の
長
良
川
に
架
か
る
藍
川

橋
の
左
岸
詰
め
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
県
道
上
白
金
真
砂
線
を
南
進
し
長

良
川
左
岸
堤
防
道
路
に
至
り
、
同
道
路
を
南
西
進
し
兎
走
山
麓
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
山
麓
に
沿
う
東
海
自
然
歩
道
を
西
進
し
市
道
古
津
日
野
新
田
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
進
し
再
び
県
道
上
白
金
真
砂
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
進
し
市
道
上
材
木
町
鏡
岩
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
長
良
川
左
岸
堤
防
道
路
に

至
り
、
同
道
路
を
西
進
し
長
良
橋(

国
道
二
五
六
号)

と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
岐
阜
中
警
察
署
長
良
橋
交
番
を
経
て
市
道
大
宮
町

一
丁
目
茶
屋
新
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
進
し
金

橋
、
忠
節
橋
、
鏡
島
大
橋
、
河
渡
橋
及
び
穂
積
大
橋
を
経
て
長
良
大
橋
と
の

交
点
に
至
り
、
同
橋
を
西
進
し
大
垣
市
墨
俣
町
と
岐
阜
市
と
の
境
界
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
岐
阜
市
と
大
垣
市
墨
俣
町
及
び
瑞
穂
市
と
の
境

界
に
至
り
、
同
所
か
ら
岐
阜
市
と
瑞
穂
市
と
の
境
界
を
北
進
し
岐
阜
市
河
渡

地
内
の
県
道
墨
俣
合
渡
岐
阜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北

区

域

目

次

告

示

○
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
の
更
新

(

清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
推
進
課)

一
ペ
ー
ジ

○
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
解
除

(

同

)

四

○
特
別
保
護
区
の
指
定

(

同

)

四

○
休
猟
区
の
指
定

(

同

)

五

○
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
指
定

(

同

)

六

○
銃
猟
禁
止
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

(

同

)

九

○
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

(

同

)

一
〇

○
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
の
更
新
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

(
同

)

一
一

告

示

岐
阜
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
二
十
八
条

第
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

存
続
期
間
を
更
新
す
る
鳥
獣
保
護
区
の
名
称
及
び
区
域
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(
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一
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上
矢
作
大
船
山

鳥
獣
保
護
区

土
岐
鳥
獣
保
護

区 釜
戸
鳥
獣
保
護

区 百
年
公
園
鳥
獣

保
護
区

恵
那
市
上
矢
作
町
高
井
戸
地
内
の
暗
井
沢
林
道
五
号
橋
左
岸
側
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
上
財
産
区
有
林
と
私
有
林
と
の
境
界
を
東
進
し
た
後
北
東
進

し
上
財
産
区
有
林
と
恵
那
市
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
恵
那
市
有

林
と
私
有
林
と
の
境
界
を
北
東
進
し
上
村
恵
那
国
有
林
と
恵
那
市
有
林
と
の

境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東
南
進
し
恵
那
市
有
林
と
上
財
産
区
有

林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
上
財
産
区
有
林
と
上
村
恵
那
国
有
林
と
の

境
界
を
東
南
進
し
上
財
産
区
有
林
と
恵
那
市
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所

土
岐
市
土
岐
津
町
地
内
の
土
岐
川
に
架
か
る
中
央
橋
南
の
県
道
武
並
土
岐

多
治
見
線
と
主
要
地
方
道
土
岐
市
停
車
場
細
野
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
両
道
の
重
複
区
間
を
東
進
し
土
岐
川
に
架
か
る
三
共
橋
の
南
約
百

メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
土
岐
市
停
車
場
細
野
線

を
南
進
し
市
道
六
二
三
八
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
南
進
し
主

要
地
方
道
土
岐
市
停
車
場
細
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
主
要
地
方
道
を
西

進
し
市
道
六
二
三
八
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し

主
要
地
方
道
多
治
見
恵
那
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
主
要
地
方
道

を
西
進
し
市
道
二
二
三
六
六
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北

進
し
主
要
地
方
道
土
岐
足
助
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
主
要
地
方

道
を
北
進
し
県
道
武
並
土
岐
多
治
見
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県

道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

瑞
浪
市
釜
戸
町
地
内
の
主
要
地
方
道
恵
那
御
嵩
線
と
国
道
一
九
号
と
の
交

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西
進
し
釜
戸
町
と
日
吉
町
と
の
境
界

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
釜
戸
町
と
日
吉
町
と
大
湫
町
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
釜
戸
町
と
大
湫
町
の
境
界
と
東
進
し
市
道
足
又
線
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
南
進
し
市
道
足
又
逆
川
線
を
経
て
主
要
地
方

道
恵
那
御
嵩
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
東
南
進
し

起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

関
市
小
屋
名
地
内
の
字
崩
し
、
西
植
田
、
小
洞
、
東
植
田
、
花
之
木
、
松

木
洞
、
柿
ヶ
子
及
び
法
田
並
び
に
、
山
田
地
内
の
字
久
寿
志
、
鳥
屋
洞
、
美

津
洞
、
一
本
木
、
九
反
田
及
び
太
田
の
う
ち
、
岐
阜
県
百
年
公
園
の
区
域

東
進
し
河
渡
橋
、
寺
田
橋
及
び
鏡
島
大
橋
を
経
て
国
道
一
五
七
号
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東
進
し
忠
節
橋
の
北
詰
を
経
て
県
道
墨
俣
合

渡
岐
阜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
金
華
橋
を
経
て

さ
ら
に
北
東
進
し
長
良
橋
北
詰
に
お
い
て
主
要
地
方
道
岐
阜
美
濃
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
東
進
し
鵜
飼
大
橋
、
千
鳥
橋
を
経

て
藍
川
橋
北
詰
に
お
い
て
主
要
地
方
道
川
島
三
輪
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
県
道(

藍
川
橋)

を
東
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区

域

岩
瀬
鳥
獣
保
護

区 で
あ
い
の
森
鳥

獣
保
護
区

松
倉
鳥
獣
保
護

区 日
影
平
鳥
獣
保

護
区

高
山
市
荘
川
町
岩
瀬
地
内
の
市
道
岩
瀬
秋
町
線
と
市
道
牛
丸
日
照
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
岩
瀬
秋
町
線
を
北
東
進
し
岩
瀬
荻
町
線

高
山
市
荘
川
町
牧
戸
地
内
の
国
道
一
五
六
号
と
林
道
七
間
飛
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
進
し
庄
川
左
岸
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
川
を
下
流
に
進
み
御
手
洗
川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
南
西
進

し
三
角
点(

一
、
〇
四
四
・
七
メ
ー
ト
ル)

に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
南

進
し
三
角
点(

一
、
〇
二
四
メ
ー
ト
ル)

に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
北
東

進
し
国
道
一
五
六
号
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
北
進
し
起
点
に
至
る

線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

高
山
市
上
岡
本
町
地
内
の
国
道
四
一
号
と
国
道
一
五
八
号
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
国
道
四
一
号
を
東
南
進
し
苔
川
の
右
岸
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
南
西
進
し
市
道
千
島
松
倉
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
松
倉
七
号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
西
進
し
大
規
模
林
道
八
幡
高
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道

を
西
進
し
林
道
下
松
倉
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
松
倉
町
字
赤
土
内

の
谷
を
西
北
進
し
稜
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
原
山
市
民
広
場
西
側
を
流
れ
る

谷
を
北
進
し
市
道
旅
行
村
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市
道
新

宮
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
市
道
新
宮
二

号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
国
道
一
五
八
号
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

高
山
市
岩
井
町
地
内
の
県
道
岩
井
・
高
山
停
車
場
線
と
林
道
志
ん
谷
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し
志
ん
谷
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
谷
川
を
東
進
し
岩
井
町
と
丹
生
川
町
と
の
境
界
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
を
東
進
し
岩
井
町
と
丹
生
川
町
及
び
朝
日
町
と
の
境
界
に

至
り
、
同
所
か
ら
岩
井
町
と
朝
日
町
と
の
境
界
を
西
進
し
牛
首
山
三
角
点

(

一
、
四
〇
八
・
〇
メ
ー
ト
ル)

に
至
り
、
同
所
か
ら
県
行
造
林
地
の
西
側

の
境
界
を
西
北
進
し
岩
井
谷
川
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
西
進
し
岩
井
谷

川
と
大
栃
原
谷
川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
栃
原
谷
川
を
北
東
進

し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

か
ら
恵
那
市
有
林
と
上
村
恵
那
国
有
林
と
の
境
界
を
北
東
進
し
た
後
南
進
し

恵
那
市
有
林
と
私
有
林
の
境
界
を
南
西
進
し
上
財
産
区
有
林
と
の
境
界
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
西
進
し
大
櫃
沢
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南

西
進
し
上
財
産
区
有
林
と
私
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を

西
北
進
し
た
後
西
進
し
上
財
産
区
有
林
と
恵
那
市
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、

同
所
か
ら
恵
那
市
有
林
と
私
有
林
と
の
境
界
を
南
西
進
し
た
後
南
進
し
さ
ら

に
西
北
進
し
暗
井
沢
林
道
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
西
進
し
た
後
西
北

進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
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百
年
公
園
鳥
獣

保
護
区

長
良
川
鳥
獣
保

護
区

名

称

野
麦
鳥
獣
保
護

区

身
近
な
鳥
獣
生

息
地
の
保
護
区

集
団
渡
来
地
の

保
護
区

指

定

区

分

高
山
市
高
根
町
野
麦
地
内
の
野
麦
峠
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
高
山
市
と

長
野
県
と
の
境
界
を
南
西
進
し
三
角
点(

一
、
九
五
八
・
五
メ
ー
ト
ル)

に

至
り
、
同
所
か
ら
西
北
進
し
坂
ノ
谷
と
戸
蔵
谷
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
戸
蔵
谷
を
上
流
に
北
東
進
し
野
麦
国
有
林
一
一
四
〇
林
班
と
一
一
四
一

林
班
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
稜
線
を
北
東
進
し
一
一
四
一
林

班
と
一
一
四
二
林
班
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東
南
進
し
戸

蔵
谷
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
進
し
高
山
市
と
長
野
県
と
の
境
界
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
境
界
を
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

七
号
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
ス
ゲ
尾
谷
と
大
サ
コ
谷
と
を
分
け
る
稜
線
を
南

進
し
三
角
点(

一
、
一
二
〇
・
六
メ
ー
ト
ル)

に
至
り
、
同
所
か
ら
荘
川
町

赤
谷
と
同
町
牧
戸
と
の
稜
線
を
西
進
し
赤
谷
同
町
牛
丸
と
の
境
界
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
北
進
し
荘
川
高
原
ゴ
ル
フ
場
の
境
界

線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
西
進
し
同
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
進
入

路
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
進
入
路
を
南
西
進
し
市
道
牛
丸
日
照
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た

区
域

当
該
地
域
は
、
多
く
の
県
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
、
市
街
地
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、
キ
ジ
、
ヒ
ガ
ラ
、

ヤ
マ
ガ
ラ
、
メ
ジ
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
鳥
類
が
生

息
し
て
い
る
。
同
公
園
内
に
は
、
岐
阜
県
博
物
館
が
あ
り
、

当
該
地
域
は
、
ア
オ
サ
ギ
な
ど
の
サ
ギ
類
、
コ
チ
ド
リ

な
ど
の
チ
ド
リ
類
、
カ
ル
ガ
モ
な
ど
の
カ
モ
類
な
ど
が
生

息
す
る
と
と
も
に
、
冬
季
に
は
マ
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
な
ど
を

は
じ
め
と
す
る
渡
り
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
河
川
敷
も
豊
か
な
環
境
を
有
し

て
お
り
、
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
小
型
哺
乳
類
を
は
じ
め
ホ

ン
ド
タ
ヌ
キ
な
ど
も
生
息
し
て
お
り
、
鳥
獣
の
生
息
地
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

指

定

目

的

で
あ
い
の
森
鳥

獣
保
護
区

松
倉
鳥
獣
保
護

区 日
影
平
鳥
獣
保

護
区

上
矢
作
大
船
山

鳥
獣
保
護
区

土
岐
鳥
獣
保
護

区 釜
戸
鳥
獣
保
護

区

身
近
な
鳥
獣
生

息
地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

当
該
地
域
は
、
荘
川
町
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
生

活
環
境
保
全
林
と
し
て
休
憩
所
、
資
料
館
な
ど
の
施
設
や

当
該
地
域
は
、
高
山
市
街
地
の
西
に
位
置
し
、
区
域
内

に
は
原
山
市
民
広
場
や
松
倉
シ
ン
ボ
ル
広
場
等
が
あ
り
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
内
に
は
ニ
ホ
ン

リ
ス
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
等
の
多
様
な
野
生

鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定

し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
高
山
地
域
の
東
端
部
に
位
置
し
、
区
域

内
に
は
飛
騨
高
山
ス
キ
ー
場
等
が
あ
り
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
お
り
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、

キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
等
の
多
様
な
野
生
鳥
獣
が
生
息
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣

の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
大
船
山
付
近
の
緑
地
環
境
保
全
地
域
の

大
船
神
社
、
大
船
牧
場
、
恵
那
市
有
林
、
財
産
区
有
林
を

取
り
囲
み
、
さ
ら
に
天
然
林
を
含
む
上
村
恵
那
国
有
林
と

接
し
て
い
る
野
生
鳥
獣
が
生
息
す
る
豊
か
な
森
林
環
境
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
広
葉
樹
林
及
び
針
葉
樹
林
が
分
布
す
る

林
相
の
変
化
に
富
む
地
域
で
あ
り
、
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
を

は
じ
め
と
す
る
多
様
な
野
生
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
広
葉
樹
・
ア
カ
マ
ツ
の
天
然
林
が
広
範

囲
に
存
在
し
て
い
る
。
区
域
内
の
竜
吟
湖
周
辺
は
竜
吟
の

滝
や
竜
吟
峡
に
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
マ
ガ

モ
、
オ
シ
ド
リ
、
メ
ジ
ロ
及
び
ホ
ン
ド
キ
ツ
ネ
を
は
じ
め

と
す
る
多
様
な
野
生
鳥
獣
の
生
息
適
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
地
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
。

野
鳥
探
訪
会
な
ど
の
自
然
観
察
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
た
環
境
教
育
が
計
画
的
に
実
施
で
き
る
区
域
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の

保
護
を
図
る
。

二

存
続
期
間

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

平
成
三
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
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も
ず
も
谷
鳥
獣

保
護
区

名

称

野
麦
鳥
獣
保
護

区 岩
瀬
鳥
獣
保
護

区

飛
�
市
神
岡
町
西
漆
山
地
内
の
曲
り
谷
と
高
原
川
と
の
合
流
点
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を
南
進
し
同
町
西
漆
山
と
同
町
割
石
と
の
境
界
に

至
り
、
同
所
か
ら
字
も
ず
も
谷
と
字
切
雲
谷
と
を
隔
て
る
稜
線
の
国
有
林
境

を
南
西
進
し
同
市
宮
川
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
東
進

し
国
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
東
進
し
曲
り
谷
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た

区
域

区

域

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

当
該
地
域
は
、
広
葉
樹
林
や
カ
ラ
マ
ツ
等
が
混
在
す
る

標
高
一
、
六
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
ヤ
マ

ド
リ
や
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
は
じ
め
多
様
な
野
生
鳥
獣
が

生
息
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に

指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
高
山
市
荘
川
町
の
中
央
部
に
位
置
し
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が
点
在
し
て
い
る
が
、
天
然
広

葉
樹
林
も
多
く
、
林
相
地
形
が
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
鳥

獣
の
生
育
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指

定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

広
場
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定

し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

長
良
川
特
別
保

護
地
区

名

称

土
岐
特
別
保
護

地
区

百
年
公
園
特
別

保
護
地
区

長
良
川
特
別
保

護
地
区

名

称

集
団
渡
来
地
の

保
護
区

指

定

区

分

土
岐
鳥
獣
保
護
区
内
で
昭
和
四
十
九
年
五
月
十
四
日
森
林
法
第
二
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
保
健
保
安
林
に
指
定
さ
れ
た
区
域(

陶
史
の
森)

関
市
小
屋
名
地
内
の
字
崩
し
、
西
植
田
、
小
洞
、
東
植
田
、
花
之
木
、
松

木
洞
、
柿
ヶ
子
及
び
法
田
並
び
に
山
田
地
内
の
字
久
寿
志
、
鳥
屋
洞
、
美
津

洞
、
一
本
木
、
九
反
田
及
び
太
田
の
う
ち
岐
阜
県
百
年
公
園
の
区
域

岐
阜
市
芥
見
地
内
の
長
良
川
に
架
か
る
藍
川
橋
か
ら
下
流
、
長
良
橋
に
至

る
水
面
の
区
域

区

域

当
該
地
域
は
、
長
良
川
中
流
域
に
位
置
し
、
ア
オ
サ
ギ

な
ど
の
サ
ギ
類
、
コ
チ
ド
リ
な
ど
の
チ
ド
リ
類
、
カ
ル
ガ

モ
な
ど
の
カ
モ
類
な
ど
が
生
息
す
る
と
と
も
に
、
冬
季
に

は
マ
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
渡
り
鳥
の
飛

り
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

特
に
、
藍
川
橋
か
ら
長
良
橋
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
そ
の

水
面
が
採
餌
場
及
び
休
息
の
場
で
あ
り
、
渡
り
鳥
の
ね
ぐ

ら
、
採
餌
場
と
し
て
特
に
重
要
な
区
域
と
な
っ
て
い
る
こ

指

定

目

的

岐
阜
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
二
十
八
条

第
八
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
十
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

解
除
に
係
る
鳥
獣
保
護
区
の
名
称
及
び
区
域

岐
阜
県
告
示
第
四
百
九
十
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
二
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
特
別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称
及
び
区
域

二

存
続
期
間

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

平
成
三
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
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名

称

土
岐
特
別
保
護

地
区

百
年
公
園
特
別

保
護
地
区

区

域

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

身
近
な
鳥
獣
生

息
地
の
保
護
区

当
該
地
域
は
、
土
岐
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
広

葉
樹
林
及
び
針
葉
樹
林
が
分
布
す
る
林
相
の
変
化
に
富
む

地
域
で
あ
り
、
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様

な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
特
に
、
陶
史
の
森
の
区
域
は
、

生
活
環
境
保
全
林
で
花
や
実
の
な
る
木
が
植
樹
さ
れ
た
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
区
域
で
、
多
様
な
鳥
獣
の
生
息
地

と
し
て
重
要
な
区
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
保

護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
及
び
そ

の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
。

当
該
地
域
は
、
市
街
地
南
部
の
岐
阜
県
百
年
公
園
に
位

置
し
、
市
民
は
も
と
よ
り
多
く
の
県
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
、
市
街
地
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、
キ
ジ
、
ヒ

ガ
ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
メ
ジ
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
鳥

類
が
生
息
し
て
い
る
。
同
公
園
内
に
は
、
岐
阜
県
博
物
館

が
あ
り
、
野
鳥
探
訪
会
な
ど
の
自
然
観
察
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
た
環
境
教
育
が
計
画
的
に
実
施
で
き
る
重

要
な
区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
鳥
獣
の
観
察
、
保
護
活
動
を
通
じ

た
環
境
教
育
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
鳥
獣
の
生
息
環
境

を
保
全
す
る
。

と
か
ら
、
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
地
域
に
渡
来

す
る
渡
り
鳥
及
び
そ
の
生
息
地
の
保
護
を
図
る
。

家
谷
休
猟
区

ひ
る
が
の
休
猟

区 前
谷
・
大
日
休

猟
区

親
谷
休
猟
区

郡
上
市
明
宝
小
川
地
内
の
主
要
地
方
道
金
山
明
宝
線
の
小
川
峠
を
起
点
と

し
、
同
所
か
ら
同
主
要
道
を
北
東
進
し
一
之
瀬
橋
に
至
り
、
同
橋
か
ら
谷
沿

い
に
南
東
進
し
官
行
造
林
地
と
私
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
境
界

に
沿
っ
て
東
進
し
小
川
生
産
森
林
組
合
所
有
林
地
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所

か
ら
郡
上
市
明
宝
と
郡
上
市
和
良
町
と
の
境
界
線
を
西
北
進
し
大
字
小
川
と

大
字
畑
佐
の
大
字
界
に
至
り
、
同
大
字
界
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り

囲
ま
れ
た
区
域

郡
上
市
高
鷲
町
と
高
山
市
荘
川
町
と
の
境
界
と
国
道
一
五
六
号
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
市
道
戸
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
ア
マ
ゴ
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
市
道
ア
マ
ゴ
谷
線
を
北
西
進
し
市
道
太
田
線
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

市
道
太
田
線
を
南
進
し
市
道
農
野
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道

農
野
谷
線
を
西
進
し
同
市
道
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト
ル

南
進
し
市
道
水
道
山
南
線
の
終
点(

大
日
ヶ
岳
登
山
口)

に
至
り
、
同
所
か

ら
大
日
ヶ
岳
登
山
道
を
北
西
進
し
郡
上
市
高
鷲
町
と
高
山
市
荘
川
町
と
の
境

界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
東
進
し
三
角
点(

一
、
二
〇
八
・
六
メ
ー

ト
ル)

を
経
て
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

郡
上
市
白
鳥
町
地
内
の
県
道
前
谷
石
徹
白
線
と
国
道
一
五
六
号
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
桧
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
日

ヶ
岳
登
山
道
を
北
東
進
し
水
後
山
三
角
点(

一
、
五
五
八
・
五
メ
ー
ト
ル)

を
経
て
大
日
ヶ
岳
山
頂(

一
、
七
〇
八
・
九
メ
ー
ト
ル)

に
至
り
、
同
所
か

ら
郡
上
市
白
鳥
町
と
郡
上
市
高
鷲
町
と
の
境
界
を
南
進
し
国
道
一
五
六
号
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま

れ
た
区
域

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
鶴
見
地
内
の
西
前
の
谷
と
国
道
四
一
七
号
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
川
尻
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
西
進
し
揖
斐
郡
旧
坂
内
村
と
の
境
界
の
天
狗
山

三
角
点(

一
、
一
四
九
・
二
メ
ー
ト
ル)

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
を
北
進

し
五
蛇
池
山
三
角
点(

一
、
一
四
七
・
六
メ
ー
ト
ル)

に
至
り
、
同
所
か
ら

大
字
鶴
見
字
天
狗
谷
と
大
字
戸
入
字
広
瀬
又
の
境
界
を
東
進
し
大
字
鶴
見
字

原
谷
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
東
進
し
西
前
の
谷
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
谷
を
南
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

岐
阜
県
告
示
第
四
百
九
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
三
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

休
猟
区
の
名
称
及
び
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
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滝
田
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

祖
父
江
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域 大
江
川
・
前
川

・
森
下
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域 武
儀
川
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域

加
茂
郡
富
加
町
大
字
加
治
田
地
内
の
川
浦
川
に
架
か
る
絹
丸
橋
北
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
主
要
地
方
道
富
加
・
七
宗
線
を
南
西
進
し
町
道
下
組
幅
上

線(

一
―
二
―
一)

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
町
道

滝
田
八
〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
滝
田
八
〇
号
線
を
西
進

し
町
道
滝
田
七
九
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
滝
田
七
九
号
線

養
老
郡
養
老
町
直
江
地
内
の
牧
田
川
左
岸
堤
と
町
道
飯
積
直
江
一
号
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
小
畑
川
右
岸
堤
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
堤
を
南
進
し
牧
田
川
左
岸
堤
に
至
り
、
同
所
か
ら
牧
田
川
左
岸

提
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

海
津
市
深
浜
地
内
の
市
道
海
津
一
三
六
〇
六
号
線
と
市
道
海
津
一
三
五
七

七
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
海
津
一
三
五
七
七
号
線
を

東
進
し
県
道
木
曽
三
川
公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南

進
し
市
道
海
津
一
三
〇
二
九
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

東
進
し
市
道
海
津
一
三
一
九
九
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
海

津
一
三
一
九
九
号
線
を
南
進
し
市
道
海
津
一
三
二
一
一
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
一
三
二
一
一
号
線
を
東
進
し
市
道
海
津
一
二
〇
〇
二
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
海
津
一
二
〇
〇
二
号
線
を
南
進
し
県

道
北
方
多
度
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
市
道
海
津

一
一
〇
一
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
市
道
海

津
一
三
二
三
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
海
津
一
三
二
三
二

号
線
を
西
進
し
市
道
海
津
一
三
二
三
〇
号
線
の
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
市
道
海
津
一
三
二
三
〇
号
線
を
北
進
し
市
道
海
津
一
三
二
三
一
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
海
津
一
三
二
三
一
号
線
を
南
進
し
県
道
津
島

立
田
海
津
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
市
道
海
津
一

四
一
〇
八
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
海
津

一
三
六
〇
六
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
海
津
一
三
六
〇
六
号

線
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

山
県
市
と
関
市
と
の
境
界
と
国
道
四
一
八
号
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
同
境
界
を
南
西
進
し
武
儀
川
右
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を

西
北
進
し
市
道
六
九
〇
八
七
号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
進
し

市
道
〇
一
〇
二
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
〇
一
〇
二
二
号

線
を
西
北
進
し
市
道
六
九
〇
七
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道

六
九
〇
七
四
号
線
を
西
北
進
し
県
道
神
崎
高
富
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
県
道
を
西
北
進
し
主
要
地
方
道
岐
阜
美
山
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

主
要
地
方
道
を
西
北
進
し
さ
ら
に
北
進
し
国
道
四
一
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
国
道
を
東
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

三
号
線
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

岐
阜
県
告
示
第
四
百
九
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
三
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
十
二
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

二

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称
及
び
区
域

号 外 � 岐 阜 県 公 報 平成24年10月31日 ( )６



浅
間
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

矢
戸
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

帷
子
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

真
名
田
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域

可
児
市
久
々
利
柿
下
入
会
地
内
の
県
道
多
治
見
八
百
津
線
と
多
治
見
市
と

の
市
境
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
西
進
し
神
崎
た
め
池
と
柿
下

可
児
市
春
里
地
内
の
県
道
善
師
野
多
治
見
線
と
一
般
道
七
一
〇
四
号
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
一
般
道
七
一
〇
四
号
を
北
進
し
市
道
一
三
四

号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
一
三
四
号
を
北
進
し
市
道
一
二
七
号

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
一
二
七
号
を
東
南
進
し
市
道
一
三
五
号

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
一
三
五
号
を
南
進
し
県
道
善
師
野
多
治

見
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ

り
囲
ま
れ
た
区
域

可
児
市
西
帷
子
地
内
の
市
道
大
脇
・
石
原
線
と
一
般
道
八
〇
〇
三
号
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
大
脇
・
石
原
線
を
南
西
進
し
市
道
菅
刈
・

石
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
菅
刈
・
石
原
線
を
南
進
し
県
道

御
嵩
犬
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
南
進
し
国
道
四
一

号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
国
道
を
南
西
進
し
愛
知
県
と
の
県
境
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
県
境
を
北
進
し
一
の
木
戸
上
た
め
池
西
側
か
ら
延
び
る
登

山
道(

西
山
休
憩
舎
付
近)

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
東

進
し
西
山
林
道(

西
山
登
山
口)

と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
一

般
道
八
〇
〇
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
一
般
道
を
東
南
進
し
起
点
に
至
る

線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

可
児
郡
御
嵩
町
中
地
内
の
主
要
地
方
道
多
治
見
白
川
線
と
町
道
中
三
〇
号

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
北
進
し
御
嵩
町
と

加
茂
郡
八
百
津
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東
進
し
御
嵩
と

中
と
を
分
け
る
稜
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
南
進
し
今
井
作
業
道
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
作
業
道
を
南
西
進
し
町
道
北
田
今
井
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
町
道
中
二
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
町
道
中
二
三
号
線
を
西
進
し
町
道
中
三
〇
号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
町

道
中
三
〇
号
線
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

を
北
進
し
川
浦
川
の
左
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
横
断
し
右
岸
に
至
り
、

同
所
か
ら
さ
ら
に
北
進
し
滝
田
四
号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
東

進
し
滝
田
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
滝
田
五
号
線
を
北
東

進
し
町
道
滝
田
八
反
田
線(

一
―
一
―
一)

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町

道
滝
田
八
反
田
線
を
南
進
し
町
道
滝
田
一
〇
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
町
道
滝
田
一
〇
号
線
を
北
東
進
し
町
道
滝
田
一
四
号
線
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
町
道
滝
田
一
四
号
線
を
北
東
進
し
町
道
加
治
田
三
〇
号
線
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
加
治
田
三
〇
号
線
を
北
進
し
加
治
田
二
九
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
加
治
田
二
九
号
線
を
北
東
進
し
起
点
に

至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

池
田
南
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域 中
池
北
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域 保
戸
島
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域 坊
地
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

多
治
見
市
地
内
の
土
岐
川
に
架
か
る
月
見
橋
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

川
右
岸
を
南
進
し
諏
訪
大
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
愛
知
県
と
の
境
界
を
西
進

し
た
後
北
進
し
三
角
点(

三
八
〇
・
六
メ
ー
ト
ル)

を
経
て
西
進
し
弥
勒
山

関
市
塔
ノ
洞
地
内
の
市
道
幹
一
―
三
号
線
と
中
池
東
側
の
園
路
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
園
路
を
北
西
進
し
市
道
幹
二
―
一
三
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
幹
二
―
六
〇
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
幹
二
―
六
〇
号
線
を
北
西
進
し
市
道
八
―
三
〇

〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
八
―
三
〇
〇
号
線
を
北
進
し
市

道
八
―
二
九
九
号
線
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
八
―
二
九
九
号
線
を

北
西
進
し
市
道
幹
一
―
三
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
幹
一
―

三
四
号
線
を
北
進
し
東
海
環
状
自
動
車
道(

関
テ
ク
ハ
イ
跨こ

道
橋)

と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
東
進
し
市
道
幹
一
―
三
号
線(

し
ぐ

ら
坂
ト
ン
ネ
ル)

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
起
点
に

至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

長
良
川
と
今
川
に
囲
ま
れ
た
保
戸
島
の
区
域

関
市
神
野
地
内
の
県
道
美
濃
加
茂
八
幡
線
と
市
道
幹
二
―
二
―
二
号
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
九
―
一
二
四
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
九
―
一
二
四
号
線
を
東
進
し
市
道
幹
二
―

二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
幹
二
―
二
号
線
を
北
進
し
市
道

九
―
一
〇
八
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
九
―
一
〇
八
号
線
を

北
進
し
市
道
幹
二
―
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
幹
二
―
一

号
線
を
東
進
し
農
道
九
―
一
五
八
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農

道
を
北
進
し
市
道
九
―
一
〇
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
東
進
し
タ
ル
シ
タ
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
進

し
同
林
道
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
字
塔
之
洞
と
字
岩
谷
の
境
界
を
南
進

し
美
濃
加
茂
市
と
関
市
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
進
し
県
道

美
濃
加
茂
八
幡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
起
点
に

至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

た
め
池
と
の
三
ッ
角
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
道
を
北
東
進
し
奥
磯

林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
進
し
浅
間
林
道
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
浅
間
林
道
を
東
南
進
し
黒
岩
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、

黒
岩
林
道
を
東
進
し
主
要
地
方
道
土
岐
可
児
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
地
方
道
を
東
南
進
し
多
治
見
市
と
の
市
境
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
境
を

西
進
し
県
道
多
治
見
八
百
津
線
県
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
進

し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
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恵
那
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

福
岡
広
恵
寺
特

定
猟
具
使
用
禁

止
区
域

中
津
川
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域

恵
那
市
長
島
町
正
家
地
内
の
市
道
清
水
白
坂
線
と
市
道
雀
子
ヶ
根
総
合
庁

舎
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
市
道
清
水
白
坂
線
を
東
進
し
市
道
浜
井
場
山

ノ
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
浜
井
場
山
ノ
寺
線
を
東
南
進
し

県
道
阿
木
大
井
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
北
進
し
市
道

万
場
川
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
小
麦
田

花
無
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
小
麦
花
無
山
線
を
南
進
し
国

道
二
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
北
進
し
市
道
長
島

町
二
八
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
進
し
中
部
用

中
津
川
市
大
字
福
岡
地
内
の
市
道
福
岡
一
七
五
号
線
と
市
道
福
岡
三
六
八

号
線
と
私
道
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
私
道
を
東
進
し
別
荘
分

譲
地
の
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
南
西
進
し
歩
道
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
歩
道
を
南
西
進
し
同
歩
道
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
山

林
と
耕
地
と
の
境
を
西
進
し
市
道
福
岡
一
七
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

中
津
川
市
落
合
地
内
の
落
合
川
に
架
か
る
中
央
線
の
鉄
橋
と
落
合
川
左
岸

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を
東
南
進
し
中
央
自
動
車
道

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
西
進
し
市
道
山
ノ
田
松
田
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
南
進
し
市
道
恵
下
松
田
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
恵
下
松
田
線
を
南
西
進
し
市
道
中
津
四
六
〇
号
線
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
中
津
四
六
〇
号
線
を
東
南
進
し
同
市
道
の
終
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
四
ツ
目
川
遊
砂
工
沿
い
に
東
南
進
し
た
後
西
進
し
市
道
中
津
川
四

六
五
号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
北
進
し
市
道
中
津
四
六
六
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
中
津
四
六
六
号
線
を
南
西
進
し
同
市
道

の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
宗
泉
寺
へ
向
か
う
稜
線
に
向
か
っ
て
西
進
し
同

稜
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
西
北
進
し
市
道
中
津
四
六
八
号
線
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
北
進
し
市
道
恵
下
尾
外
岩
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
市
道
恵
下
尾
外
岩
線
を
西
北
進
し
た
後
東
南
進
し
市
道
恵
下
一
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
恵
下
一
号
線
を
西
北
進
し
市
道
太
田

恵
下
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
太
田
恵
下
線
を
西
北
進
し
中
央

自
動
車
道
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
西
進
し
市
道
中
津
三
九
〇
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
中
津
一
二
〇
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
中
津
一
二
〇
号
線
を
西
北
進
し
中
央
線

に
架
か
る
松
源
寺
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
中
央
線
を
北
東
進
し
起
点
に
至
る

線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

の
三
角
点(

四
三
六
・
六
メ
ー
ト
ル)

を
経
て
さ
ら
に
北
東
進
し
市
道
四
三

二
二
〇
九
号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市
道
四
一
五
一
〇
〇

号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
四
一
五
一
〇
〇
号
線
を
東
進
し
起
点
に
至
る

線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

高
山
西
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域 上
矢
作
木
ノ
実

特
定
猟
具
使
用

禁
止
区
域

奥
矢
作
湖
特
定

猟
具
使
用
禁
止

区
域

高
山
市
下
切
町
地
内
の
宮
川
と
小
八
賀
川
と
の
合
流
点
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
宮
川
右
岸
を
南
進
し
石
浦
町
地
内
の
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
本
線
を
北
進
し
市
道
石
浦
山
王
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

恵
那
市
上
矢
作
町
字
西
石
洞
地
内
の
木
ノ
実
川
に
架
か
る
服
部
平
橋
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
南
進
し
ス
ズ
洞
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
洞
を

南
西
進
し
峯
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
進
し
遠
山
塚

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
進
し
ア
ド
ニ
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と
の
境
界

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
進
し
た
後
西
進
し
井
沢
川
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
を
南
進
し
た
後
西
進
し
恵
南
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
林
道
を
北
進
し
恵
那
市
上
矢
作
町
と
恵
那
市
明
智
町
と
の
境
界
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
恵
那
市
有
林
と
私
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
境
界
を
東
進
し
木
ノ
実
川
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
東
進
し

起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

恵
那
市
串
原
地
内
の
矢
作
川
に
架
か
る
奥
矢
作
橋
を
起
点
と
し
、
同
所
か

ら
主
要
地
方
道
瑞
浪
大
野
瀬
線
を
東
進
し
大
川
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
愛
知

県
と
の
境
界
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

水
管
理
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
管
理
道
を
南
進
の
後
西
北
進
し

市
道
長
島
町
三
三
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し

市
道
正
家
竹
折
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
進
し
国
道

四
一
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
主
要
地
方
道
恵

那
御
嵩
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
西
北
進
し
市
道

三
郷
町
一
二
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道

下
平
番
場
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
下
平
番
場
沢
線
を
東
進

し
市
道
上
平
筑
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
上
平
筑
田
線
を
北

東
進
し
主
要
地
方
道
多
治
見
恵
那
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
主
要

地
方
道
を
北
東
進
し
市
道
羽
根
平
六
反
田
線(

一
一
二
八
号)

に
至
り
、
同

所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
主
要
地
方
道
恵
那
白
川
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

主
要
地
方
道
を
西
北
進
し
市
道
恵
那
病
院
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

東
進
し
市
道
大
井
町
六
五
号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
大
井
町
六
五
号
線

を
北
東
進
し
市
道
丸
池
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
丸
池
線
を
南
進
し
市
道

恵
那
病
院
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
恵
那
病
院
線
を
北
東
進
し
主
要
地
方

道
蛭
川
白
川
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
東
南
進
し
市
道
寺
平

的
ヶ
屋
敷
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
南
進
し
Ｊ
Ｒ
中
央
線
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
線
を
北
東
進
し
恵
那
市
と
中
津
川
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
を
東
南
進
し
国
道
十
九
号
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西

進
し
明
智
鉄
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
鉄
道
を
東
南
進
し
市
道
清

水
白
坂
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
北
進
の
後
東
進
し
起

点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
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船
津
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

高
山
東
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域

飛
�
市
神
岡
町
船
津
字
牧
ヶ
平
地
内
の
国
道
四
一
号
と
国
道
四
七
一
号
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
国
道
四
七
一
号
を
東
進
し
高
原
川
を
渡
っ

た
後
東
南
進
し
県
道
打
保
・
神
岡
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

高
山
市
下
切
町
地
内
の
宮
川
と
小
八
賀
川
と
の
合
流
点
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
国
府
町
と
の
境
界
に
沿
っ
て
小
八
賀
川
を
東
南
進
し
下
切
町
と
国
府

町
及
び
丹
生
川
町
と
の
境
界
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
丹
生
川
町
と
の
境

界
に
沿
っ
て
南
進
し
市
道
松
本
下
切
三
号
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

南
進
し
市
道
三
福
寺
松
本
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
三
福

寺
松
本
一
号
線
を
西
進
し
市
道
松
之
木
上
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
市
道
松
之
木
上
野
線
を
東
南
進
し
市
道
三
福
寺
松
之
木
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
市
道
三
福
寺
松
之
木
線
を
東
進
し
国
道
一
五
八
号
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
進
し
市
道
石
浦
大
洞
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
国
道
三
六
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
国
道
を
東
南
進
し
市
道
塩
屋
一
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
南
西
進
し
県
道
岩
井
・
高
山
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
市
道
石
浦
大
洞
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
南
西
進
し
宮
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を

北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
石
浦
三
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
市
道
石
浦
山
王
線
を
北
進
し
石
浦
町
九
丁
目
の
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
東
進
し
国
道
四
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を

西
北
進
し
国
道
一
五
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
国
道
一
五
八
号
を

西
進
し
市
道
新
宮
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し

市
道
旅
行
村
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
直
線
で
南
西
進
し
農
道
新
宮

町
三
八
号
線
の
終
点
地
に
至
り
、
同
所
か
ら
直
線
で
南
西
進
し
農
道
新
宮
四

一
号
線
の
終
点
地
に
至
り
、
同
所
か
ら
直
線
で
南
西
進
し
農
道
新
宮
四
四
号

線
の
終
点
地
に
至
り
、
同
所
か
ら
直
進
で
西
進
し
市
道
新
宮
細
野
沢
線
と
林

道
舟
ヶ
洞
内
垣
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
西
進
し
清
見
町
と
の
境

界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
川
上
川
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境

界
を
同
河
川
沿
い
に
西
北
進
し
市
道
八
日
町
下
林
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市
道
八
日
町
一
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
市
道
八
日
町
一
五
号
線
を
北
東
進
し
市
道
太
平
橋
八
日
町
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
太
平
橋
八
日
町
線
を
東
進
し
川
上
川
左
岸
に
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を
北
東
進
し
主
要
地
方
道
高
山
清
見
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
北
東
進
し
県
道
名
張
・
上

切
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
進
し
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
本
線
を
北
進
し
国
府
町
と
の
境
界
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
を
南
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

飛
騨
金
山
の
森

特
定
猟
具
使
用

禁
止
区
域

下
呂
市
金
山
町
弓
掛
地
内
の
県
道
金
山
明
宝
線
に
架
か
る
あ
い
も
く
橋
と

飛
騨
金
山
の
森
遊
歩
道｢

猿
鳴
の
径｣

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら

同
遊
歩
道
を
東
進
し
遊
歩
道｢

望
郷
の
径｣

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
遊
歩
道
を
南
進
し
県
道
金
山
明
宝
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県

道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

同
県
道
を
南
西
進
し
県
道
長
倉
・
神
岡
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
県
道
長
倉
・
神
岡
停
車
場
線
を
東
南
進
し
大
字
東
雲
字
堂
垣
内
と
字
楢

垣
内
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
西
進
し
字
大
林
と
の
境
界

に
至
り
、
同
所
か
ら
字
大
林
の
西
側
境
界
沿
い
に
南
西
進
し
大
字
小
萱
と
の

境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
字
東
雲
と
大
字
小
萱
と
の
境
界
を
西
北
進
し
市

道
上
村
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
第
一
玉
姫

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
第
一
玉
姫
線
を
北
進
し
市
道
第
二
玉

姫
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
第
二
玉
姫
線
を
西
北
進
し
市
道
第

一
玉
姫
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
北
進
し
県
道
長
倉
・

神
岡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
北
進
し
市
道
蟻
川
・
相

生
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
上
ア
ソ
ラ
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
ア
ソ
ラ
線
を
南
進
し
市
道
第
一
朝
浦
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
第
一
朝
浦
線
を
西
進
し
た
後
北
進
し
市
道

蟻
川
・
相
生
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
蟻
川
・
相
生
線
を
南
西

進
し
市
道
幸
土
・
富
士
ヶ
丘
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
幸
土
・

富
士
ヶ
丘
線
を
西
進
し
国
道
四
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道

を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

岐
阜
県
告
示
第
五
百
号

銃
猟
禁
止
区
域
の
指
定(

平
成
十
七
年
岐
阜
県
告
示
第
七
百
九
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

題
名
中｢

銃
猟
禁
止
区
域｣

を｢

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域｣

に
改
め
る
。

( ) 平成24年10月31日 岐 阜 県 公 報 号 外 �９



｢
銃
猟
禁
止
区
域｣

を｢

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域｣

に
改
め
る
。

｢
第
一
号
の
表
中

｢

｢を

｣

に
改
め
る
。

｣

第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

岐
阜
県
告
示
第
五
百
一
号

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
指
定(

平
成
十
九
年
岐
阜
県
告
示
第
六
百
三
十
六
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

｢

第
二
号
の
表
池
田
町
東
・
八
幡
地
区
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
項
中
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飛
�
市
古
川
町
数
河
地
内
の
国
道
四
一
号
と
林
道
屋
敷
ケ
洞
線
と
の
交
点
を
起

所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し
林
道
洞
数
河
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道

市
古
川
町
数
河
字
菅
鳥
山
と
字
種
村
山
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

進
し
同
市
宮
川
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東
進
し
同
市
神
岡
町

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
進
し
た
の
ち
南
西
進
し
同
市
古
川
町
太
江
と
の
境

同
所
か
ら
同
境
界
を
西
進
し
同
市
古
川
町
数
河
字
殿
洞
と
字
足
跡
と
の
境
界
に
至

ら
同
境
界
を
北
東
進
し
国
道
四
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東

至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

起
点
と
し
、
同

道
を
西
進
し
同

ら
同
境
界
を
北

町
と
の
境
界
に

境
界
に
至
り
、

至
り
、
同
所
か

東
進
し
起
点
に

国
道
四
一
号
の
飛
�
市
古
川
町
と
飛
騨
市
神
岡
町
と
の
町
界
で
あ
る
数
河
峠
を
起
点

所
か
ら
同
境
界
を
南
西
進
し
飛
�
市
古
川
町
数
河
字
殿
洞
と
飛
�
市
古
川
町
数
河
字

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
国
道
四
一
号
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国

し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

起
点
と
し
、
同

河
字
足
跡
と
の

同
国
道
を
東
進

揖
斐
郡
池
田
町
上
田
地
内

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道

道
脛
永
万
石
線
を
東
南
進
し

し
町
道
杉
野
二
四
号
と
の
交

の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道

ら
に
南
進
し
町
道
上
八
幡
六

橋
杉
野
線
と
の
交
点
に
至
り

号
を
経
て
同
町
道
を
南
進
し

八
号
を
西
進
し
柳
原
橋
西
詰

ら
同
国
道
を
北
進
し
町
道
市

八
幡
市
橋
線
と
の
交
点
に
至

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片

同
所
か
ら
町
道
片
山
南
二
〇

町
道
片
山
南
一
四
号
を
西
進

町
道
片
山
村
中
線
を
西
進
し

北
五
七
号
を
西
北
進
し
町
道

西
北
進
し
町
道
片
山
北
一
九

町
道
片
山
北
一
一
号
と
の
交

本
郷
線
と
の
交
点
に
至
り
、

至
り
、
同
所
か
ら
農
道
農
免

同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し

号
を
東
南
進
し
町
道
片
山
北

進
し
町
道
田
畑
片
山
線
と
の

八
幡
線
と
の
交
点
に
至
り
、

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道

池
野
杉
野
線
を
北
東
進
さ
ら

地
内
の
県
道
池
田
揖
斐
川
大
野
線
と
町
道
池
野
杉
野
線
と
の
交
点
を
起

県
道
を
北
東
進
し
県
道
脛
永
万
石
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県

進
し
町
道
上
田
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
南
進

、

揖
斐
郡
池
田
町
上
田
地
内

点
と
し
、
同
所
か
ら
県
道
池

り
、
同
所
か
ら
県
道
脛
永
万
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同
町
道
を
東
南
進
し
町
道
杉

南
進
し
神
戸
町
と
の
境
界
に

二
五
号
と
の
交
点
に
至
り
、

を
西
進
し
さ
ら
に
南
進
し
町

し
農
道
市
橋
杉
野
線
と
の
交

市
橋
一
六
号
を
経
て
同
町
道

市
橋
一
八
号
を
西
進
し
柳
原

同
所
か
ら
同
国
道
を
北
進
し

し
町
道
八
幡
市
橋
線
と
の
交

三
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山

所
か
ら
町
道
片
山
南
一
四
号

同
所
か
ら
町
道
片
山
村
中
線

道
片
山
北
五
七
号
を
西
北
進

中
線
を
西
北
進
し
町
道
片
山

北
進
し
町
道
片
山
北
一
一
号

道
片
山
本
郷
線
と
の
交
点
に

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
農

至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を

畑
三
四
号
を
東
南
進
し
町
道

号
を
東
進
し
町
道
田
畑
片
山

道
藤
代
八
幡
線
と
の
交
点
に

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

界
を
東
進
し
さ
ら
に
南
進
し

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
杉
野
二
四
号
を
東
南
進
し
神
戸
町
と

ら
同
境
界
を
南
西
進
し
さ
ら
に
西
進
し
町
道
白
鳥
二
五
号
と
の
交
点

道
を
南
進
し
神
戸
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
の
ち
さ

六
〇
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
、
農
道
市

り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
南
西
進
さ
ら
に
南
進
し
、
町
道
市
橋
一
六

し
、
町
道
市
橋
一
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
市
橋
一

詰
め
を
経
て
国
道
四
一
七
号
の
柳
原
橋
西
交
差
点
に
至
り
、
同
所
か

市
橋
神
戸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
町
道

至
り
、
同
所
か
ら
町
道
八
幡
市
橋
線
を
北
進
し
町
道
片
山
南
三
三
号

か
ら
町
道
片
山
南
三
三
号
を
西
進
し
町
道
片
山
南
二
二
号
と
の
交
点

片
山
南
二
二
号
を
北
進
し
町
道
片
山
南
二
〇
号
と
の
交
点
に
至
り
、

〇
号
を
北
進
し
町
道
片
山
南
一
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

進
さ
ら
に
北
進
し
町
道
片
山
村
中
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

し
、
町
道
片
山
北
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山

道
片
山
村
中
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山
村
中
線
を

九
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山
北
一
九
号
を
北
進
し

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山
北
一
一
号
を
西
進
し
農
道
片
山

、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
進
し
農
道
農
免
片
山
本
郷
線
と
の
交
点
に

免
片
山
本
郷
線
を
北
進
し
、
町
道
片
山
北
三
五
線
と
の
交
点
に
至
り
、

し
町
道
田
畑
三
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
田
畑
三
四

北
三
七
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山
北
三
七
線
を
東

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
田
畑
片
山
線
を
北
進
し
町
道
藤
代

、
同
所
か
ら
町
道
藤
代
八
幡
線
を
東
進
し
国
道
四
一
七
号
と
の
交
点

道
を
北
進
し
町
道
池
野
杉
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道

ら
に
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

内
の
県
道
池
田
揖
斐
川
大
野
線
と
町
道
池
野
杉
野
線
と
の
交
点
を
起

池
田
揖
斐
川
大
野
線
を
北
東
進
し
県
道
脛
永
万
石
線
と
の
交
点
に
至

万
石
線
を
東
南
進
し
町
道
上
田
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

杉
野
二
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
杉
野
二
四
号
を
東

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
西
進
し
さ
ら
に
西
進
し
町
道
白
鳥

、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
神
戸
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界

、

し
町
道
上
八
幡
六
〇
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
南
西
進
し
さ
ら
に
南
進
し
町
道

町
道
を
南
進
し
町
道
市
橋
一
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道

柳
原
橋
西
詰
め
を
経
て
国
道
四
一
七
号
の
柳
原
橋
西
交
差
点
に
至
り
、

進
し
町
道
市
橋
神
戸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
八
幡
市
橋
線
を
北
進
し
町
道
片
山
南

り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山
南
三
三
号
を
西
進
し
町
道
片
山
南
二
二
号
と

か
ら
町
道
片
山
南
二
二
号
を
北
進
し
町
道
片
山
南
二
〇
号
と
の
交
点
に

片
山
南
二
〇
号
を
北
進
し
町
道
片
山
南
一
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同

四
号
を
西
進
し
さ
ら
に
北
進
し
町
道
片
山
村
中
線
と
の
交
点
に
至
り
、

中
線
を
西
進
し
町
道
片
山
北
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町

北
進
し
町
道
片
山
村
中
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山
村

片
山
北
一
九
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山
北
一
九
号
を

一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山
北
一
一
号
を
西
進
し
農

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
進
し
農
道
農
免
片
山
本
郷
線
と
の

ら
農
道
農
免
片
山
本
郷
線
を
北
進
し
町
道
片
山
北
三
五
号
と
の
交
点
に

道
を
東
進
し
町
道
田
畑
三
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
田

町
道
片
山
北
三
七
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
片
山
北
三
七

片
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
田
畑
片
山
線
を
北
進
し
町

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
藤
代
八
幡
線
を
東
進
し
国
道
四
一
七
号
と

か
ら
同
国
道
を
北
進
し
揖
斐
川
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境

進
し
さ
ら
に
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

飛
�
市
神
岡
町
横
山
字
日
面
平
と
字
十
六
釜
と
字
荒
田
谷

、

、
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と
し
、
同
所
か
ら
同
谷
を
北
進
し
富
山
県
境
に
至
り
、
同
所

と
同
町
杉
山
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
を
南
西
進

と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
を
西
進
し
起
点
に
至
る

と
字
十
六
釜
と
字
荒
田
谷
と
の
交
点
と
な
る
荒
田
谷
を
起
点

富
山
県
境
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
境
を
南
東
進
し
同
町
横
山

同
所
か
ら
同
境
を
南
西
進
し
同
町
横
山
字
大
池
と
字
荒
田
谷

境
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

飛
�
市
神
岡
町
横
山
字
日
面
平
と

荒
川
谷
を
北
進
し
富
山
県
境
に
至
り

と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境

り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
西
進
し
字

を
北
進
し
た
後
東
進
し
起
点
に
至
る

と
字
十
六
釜
と
字
大
池
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら

り
、
同
所
か
ら
同
県
境
を
東
南
進
し
同
町
横
山
と
同
町
杉
山

境
界
を
南
西
進
し
横
山
字
大
池
と
字
荒
川
谷
と
の
境
界
に
至

字
大
池
と
字
十
六
釜
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
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